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P級 ・R級 砕 氷船 と54　AGB
村 山 雅 美
アンカレッジの北西約900粁,ベーリング海峡の喉元
ノームに着いたのは4月15日夜だつた.木 造の粗末な町
並は小雪に暗 く.チラホラ行き交 うエスキモーの千鳥足
に極北の町を見た.一夜を過し海岸ばたのボーラークラ
ブなる食堂へ朝飯に出かけた.前庭にアラスカ名物犬槙
競走の出発点を示す大きな門と雪に半ば埋れた胸像があ
った.そ れは意外にもアムンゼンであった.意 外とはお
恥かしい話だが.ノ ームは1906年目ァ号の北西航路の終
着点であり,1926年ノルゲ号の北極初横断飛行はノビレ
少将によれば 『ローマからノーム』を うたい文句にした
因縁の地であったのだ.
その胸像の向う海氷2浬 にポーラーシイが入舟で入っ
ていた.約束のヘ リの迎えを待つまでもあるまいと氷上
を歩いて行った.-10℃の気温 も小雪まじりの向い風で
冷い.副 長は出港は明後日だが何時でもどうぞと気さく
に乗艦を許してくれた.宿 にとって返しスノーモビルを
探せばエスキモーが10ドルで輸送OK.　同行の本多1佐
はサ ドルに私は荷物満載の小橘に乗って海氷上を飛ばし
たのも愉 しかった.
夕食を艦長に招かれた後,艦 上ジョッギングで鍛えて
いる艦長が,マ ス トのてっぺんから艦底までの艦内旅行
に案内してくれた.蟻装は海軍仕様ながら年間7月 の極
地行動のため居住には行届いた配慮がある,部室割も階
級にとらわれず航空関係者のように乗艦が短い者は2人
部室で.私 は休暇中の搭乗員のベッドに大尉の次席 と相
部室であった.し かし固有配署の士官は少尉でも舷側の
一人部室を与えられ,便乗の科学者は下の甲板の4人 部
室といった考え方は学ぶべきものがある。艦首に自動車
の前灯のようなライ トがふりしきる雪を照していた.昼
を艦上観測にあて,夜間行動が多い本艦には砕氷にも大
変に有効だと艦長の自慢の種だった.
3月始めシアトルを出て以来約3,000浬,35吸のアイ
スリッヂを乗切るなどガスタービンを35時間使ったとい
う.ノームから5月中ばまで約4,㎜浬の行動は砕氷テ
ストと　OUTER　CONTINENTAL　SHELF　ENVI.
RONMENTAL　ASSESMENT　PROGRAM　(OCSE.
AP)の作業である.設 計にあたったアーク テック社副
社長他1人,問 題の可変ピッチプロペラのメーカーから
1人,微生物,海 洋生物など女を含む6人 の学者,ロ イ
ターの女記者及び我々計10人の便乗者をのせて出港の 日
を迎えた.
入舟で定着氷に4日 間突込んでいた間,艦 尾数浬はハ
ンモック氷がびっしりつまっていた.此処をどうこなす
かに興味を持って艦橋につめかけた.出港用意の号令が
下されるわけではなく,コーヒー茶碗片手の艦長は全軸
タービン用意を右舷コントロールパネルのスイ ッチで命
じた.密閉された艦橋は静かだが,露天甲板にはジェッ
ト機のあのエンジン音が響きわたった.計器盤に眼をや
った艦長は中央軸leo,両舷軸160回転,全 軸プロペラピ
ッチ40%,ノッチ8に レバーを倒した.一際高い排気音
と共に艦橋に振動が伝わると艦は静かに前進 し始めた.
全出力60,.0皿馬力の半ばの推力ながら17°の浅いバウと
船殻の形状のためか,1.2米あまりの堅氷は大した抵抗
もなく割れ砕かれ艦速は忽ち6ノ ットに上った,艦長は
頃合を見て右ノッチを上げると艦は速力を落すこともな
く左旋回に入った.近 づいていたノームの町並は何時か
船尾}こかわ り,オー トパイロットに切替えた後は,た だ
力づくでハンモックを7ノ ットで突切って行った.か ね
て艦長は本経はよい処もあるが悪い処をよく見てくれ と
いっていたが,出 港約2時 間で欠点を見せてくれた.シ
ーチェス トに氷がつまり中央軸が冷却不良となった.直
に中央停止,エ アブローで氷を排除する間,両舷のピッ
チ.ノ ッチを上げ速力を保って南々西にオートで観測点
へ向った.
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観測へのサービスは誠に行ぎとどいていた。17人の士
官の内唯一のアカデミー出の大尉を長に数人の固定の観
測支援要員は観測点でまめまめしく働いていた.耐 氷作
業艇,　VANと 称する艦外移動観測室が艦内5つ の実験
室の他に用意されている.しかし艦の気象室などは我が
宗谷にも及ばないのには驚いた.
氷厚1米.10/10の氷域でデa－ ゼルモードの 砕氷に
入った.プ ロペラピッチ左80,他は100の出力で11から
12ノットで砕氷し,割れた氷盤は艦底に潜らず艦の中央
部あたりから順次に艦側へ押上げられるのは船殻の形状
がよい為だろ う.船尾も大変シャープで後進時にも氷が
プロペラを叩くことを全 く気にしていないのだ.離艦の
時が来た.シ コルスキー62を2機っんではいるが1機 は
ローPt・・一故障でダウン.1機 では40浬の行動 とい うので
再びノームへ向って砕氷接近を試みた.手強い氷 と見た
か艦長は副長と共に氷上に下 り二人だけで氷質と氷状を
検討している姿は極めて印象的であった.艦橋へ戻って
来た艦長は 「今度はCODAG　MODEを 見 せ ま しょ
う」 と云うや艦は両舷ディーゼル,中央タービン.総出
力32,000馬力で1.2から1.5米の砕氷を開始した.何 度か
チャージングを見せてくれたが一艇身で6ノ ットの加速
をっけ得 ることと三軸のため回顧性がよく思 う所へ艦首
・...り、....°、..㌔A'...㌔.°"°竪 、 °......".A'..°...㌔..～、. ・.
南極観測隊便り
一第20次越冬隊の近況一
内陸基地の人員交代 と物資補給を目的としたみずほ秋
旅行隊は5月3日,約1か 月の日程を終え昭和基地へ無
をぶつけて8ノ ットの速力で前進するのだった.
本艦に乗る前にカナダの新砕氷船R級 のフランクリン
号にも便乗の機会があった.両 船の要目は次のとおり.
(POLAR級/R級の順)満 載排水量(13.638/8,180),
寸法(122x25x13/98x20×11),機関(CODAG/DE)軸
数馬力(3-18,000十60,(XX)/2-13,600).R級は1.5
限連続砕氷の仕様を上廻る砕氷実績があるようだ.ま た
バウスラスターにより船長は見事な操船を見せて くれた
が,北 極海での要求に対して経済性を重視した実用型の
砕氷船である,出力においては両船の中間に位する新船
54AGBに我々はどの位の期待がもてるだらうか.DE3
軸30,000馬力,総 排水量18,000屯,寸法134×28×14を
要 目とする新船は多目的のむずかしい注文をうまくこな
してバランスのとれたものにな りそうだ,も しそうだと
すれぱ.ポ ーラーシーで見た30,000馬力の砕氷力を,最
適船型をもつ約20,000屯の新船におき換えた時,私 は昭
和基地接岸にかなりの期待をもっ ものだ.し かし大型ヘ
リ搭載に固執することは牛刀をもって鶏をさくぎこちな
さがないことを願いながら艦上生活5日 の間にすっか り
暖か くなった極地の町に帰った.
(筆者:国 立極地研究所次長)
事帰着した.同 隊は途中無人観測点Al.Q保守点検を行
なった他.M50地点では頗石探査の為モレーンの調査を
行 う予定であったが,天候に恵まれず,未 確認のままに
終った.ま た阻石探査 として向岩モレーソの調査も行っ
たが隅石らしきものを発見することはできなかった.
第20次隊秋のオペレーションの最後はスカーレソ.ス
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とっつき岬の海氷上を帰ってきたみずほ旅行隊(電 送写真)
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西オングル島大池における採水風景(電 送写真)
カルプスネス方面の沿岸調査である.こ の調査は5月12
日から18日まで矢内リーダ以下8名 の隊員で行われた.
今回の沿岸調査では地質関係の調査は行われ なか った
が.ス カーレン大池やスカルブスネス舟底池の採水を行
い,環 境科学に関する多くの資料が得られた.ま た,海
上磁気測定や小型通信機のテス ト等も行われた.
6月に入ると昭和基地の空には全 く太陽が顔を出さな
くなる.日本の夏至に当る6月22日は ミッドウインター
と称 し,基地をあげて祝 うのが,ス コット時代からの恒
例となっている.各居住棟ごとに趣向をこらした演芸有
り,模擬店有 りで,こ の日ばか りは暗黒の氷雪の世界で
沈みがちな男達の心に,ひ ょっこり太陽が顔を出す一目
である.
ミッドゥィン歩一を境に寒さは一段と厳 しさを増す,
勢い戸外での作業は少なくな り.基地は冬ごもりの状態
となる.しかし,気象やナ一口ラの観測で戸外作業を強
いられる隊員もお り.これから数か月間は一番つらい時
期と言える。また,夏 の間に収集したデータの整理や分
析もこの時期を利用して行われる.
一方,旅行隊の帰ったみずほ基地では,8月 の旅行隊
が来る迄の4か 月間,木 内リーダ以下山内,吉田,和田の
4名の隊員力≒・-50℃にも下がる厳寒の冬場を約70項目
にも及ぶ観測に奮闘することになっている,農 協では,
3月に8・5㎏.4月に4.5㎏のもやしの出荷があった.
一第19次越冬隊紀行一
1は しがき
第19次南極地域観測隊は昭 和52年11月25日,観測船
"ふじ"にて東京港を出港 し,12月11～16日フリ ・ーマン ト
ル寄港.12月22日南緯55°通過,1月4日 昭和基地へ第
1便を飛ばした.ふ じは1月17日には8年振 りで.昭 和
基地への接岸に成功し,その後,基 地への物資輸送,基
地での建設作業,ロ ケット実験,昭 和基地周辺の野外調
査など夏期オペレーションも順調に進み,2月1日,予
定どおり,第18次越冬隊から基地を引き継ぎ,第19次越
冬隊(越 冬隊長以下30名)が成立した.
第19次越冬隊は,第17次隊からはじめられた国際磁気
圏観測(IMS,1976～1978)の最終年度をになう隊 と
して,ロ ケットによるオーロラ観測,基 地の上空を通過
する科学衛星の観測データを直接昭和基地で受信する人
工衛星テレメトリー観測,昭 和基地 ・みずほ基地(は じ
め.み ずほ観測拠点 とよばれていたが,19次隊越冬中の
昭和53年3月22目正式にみずほ基地 と命名された)・ 無
人観測施設A、点を中心に地上観測網を設置し平面的な
観測を目的とする観測点群観測などオーロラ物理観測を
最重点項 目とした.そ の他.気 象,地球物理,電 離層な
どの基地定常観測は勿論のこと,気象,雪 氷,生 物,医
学などの研究 も含む多面的な任務を負 う隊であった.
2観 測
ω 定常観測
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極光,地 磁気,自 然地震及び潮汐の地球物理観測はほ
ぼ例年どおり行われたが,は じめて,地 磁気観測を専門
とする隊員が参加 したこともあって,地磁気絶対観測が
特に重点的に行われ,そ れにもとつ く,確度の高い地磁
気変化の基線決定が実施された.電離層定常観測におい
ては新電離棟への諸観測設備の移転,設 置,再 調整の作
業があ り,夏期及び越冬当初この作業にあてられた.さ
いわい,特 に問題となる点もなく,観測は順調に進めら
れた.な お,新 らたに,オ ーロラ ・レーダー観測に ドッ
プラー測定装置が付設され,オ ーロラのなかのこまかな
乱れが電波観測によりとらえられた.昭和基地における
気象定常の地上気象.高 層気象,ナ ゾン観測など,例年
同様順調に経過した,み ずほ基地が第18次隊から新らた
に気象観測点としてWMOか ら認められたこ と もあっ
て,地 上気象定常観測が通年実施された.　WMOへ の通
報率は約go%であった.
@　 IMS・オーロラ観測
第19次隊のロケット観測は,S210型(最高到 達高度
130㎞)2機,S310型(230㎞)4機を持ち込ん だ.S
210型2機は中層大気内の光化学反応を調 べる ことを目
的 としたロケットで夏期の薄明時,昭和53年1月28日及
び2月6日 に打ち上げられ,正 常な観測データを取得す
ることができた.S3104機は,オ ・一口ラ現象に伴 う自
然電磁波,オ ーロラ粒子,電 子密度の乱れな どを 測定
し,昭和基地の上空に降 り込むオーロラ粒子がオーロラ
を光らせると同時に,どのようなメカニズムで自然電波
(VLF放射など)を発生させるかを明らかにすること
を目的にしたものであった.最 初のロケット,S310-7
号機は3月27日,オーロラが爆発的に活動をはじめた好
機をとらえて,発 射し,強 く輝 くオーロラの真中に命中
させることができた.続いて,3機 のロケットもオーロ
ラを狙って打ち上げ,その うち2機がナーロラを打ち抜
いている.この間,全 ての搭載計器は正常に動作し,観
測データも正常に電送され,昭 和基地で受信することが
できた.
昭和53年2月4日,16時,鹿児島内之浦から,オーP
ラ現象観測用の極軌道人工衛星EXOS-Aが 打ち上げ
られ,無 事軌道にのり,"極光、,とい う名称があたえられ
た.昭 和基地では,基地の人工衛星テレメトリー受信施
設を使用して,こ の衛星の電波の早期受信を試み,第3
軌道目でビーコン電波の受信に成功した.その後は,週
8-10軌道程度の観測データの受信を定常 的 に 実施し
た.こ れで.こ れまでの外国衛 星(ISIS-L2,　N
OAAな ど)にかわ り,日本の衛星による自前のテレメ
トリー観測が可能となった.
オーロラ粒子が,上空から侵入し.オ ーロラを強 く光
らせる時などには,オ ーロラ・ヒスとよばれる自然電波
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が発生することが知られている.第19次隊では,この電
波が果して,オ ーロラが光 り輝いている方向から到来す
るのかどうかを調べることを試み,新 らたに,昭和基地
から約20㎞はなれた地点に無人観測点を2点設置し.そ
こから,テ レメータで観測データを昭和 基 地 に電送し
た.基地では.昭和基地を含め,3点 間の電波の到来時
間差を求め,それにもとついて,電 波の到来方向の決定
を行った,その結果,ほぼ,予 想通 り,多くのヒス電波
は,強 く光るオーロラの領域から伝播して来ることを確
め得た.こ のことは,ヒス電波の発生のメカニズムの研
究に貴重な資料を提供するものと期待される.
観測点群による平面的なオーロラ現象の観測にとって
無人観測施設の果す役割は大きい.第18次隊によって,
A1点(昭和基地を通る 地磁気子午線上にあり,み ずほ
基地とのほぼ中間点)に建設された無人観測小屋は小屋
内の電池から発生した水素ガスの爆発により飛散した.
第19次隊では,夏 みずほ旅行(1月)の 途 中,新 らた
に,　Al点を再建し,観測をはじめたが,今 度も,秋み
ずほ旅行(5月)の 際,風 力発電機の制御回路不調のた
め,発 電機が止まり,電池が放電 ・凍結しているのを発
見した.た だちに,機 器を昭和基地に撤収,基 地で再調
整ののち,冬 明け旅行(9月)でA1点 に再搬入し,再
建した.こ のように,幾度か不都合が生 じ,観測不能 と
なった無人観測も,以後は,現 在まで順調に観測を続け
ている.自然エネルギー(風 力)を用いて,南極の厳し
い自然に堪える無人観測システムもなんとかめどがつい
たことはよろこぼしいことである,
なお,第19次隊でも,第18次隊のときと同様8月 ⑳ 日
から40日間,ア イスランドとの地磁気共役点観測が実施
された.
的 気象 ・雪氷 ・生物 ・医学観測
南極の大気は,あ まり,人工的な汚染がなく,清浄な
ものといわれている.したがって自然の大気が本来含有
している微小な固体粒子,微 量気体成分の観測には適し
た場所である.気象研究部門はこの面での観測が通年に
わたって行われた.電 子顕微鏡による粒子 の秘 類 の同
定,各 種粒子の個数濃度の季節変化の測定,ま た,昭和
基地,大 陸内部,み ずほ基地など場所による粒子成分と
その量の相異などの研究が行われた.
生物部門では厳寒の南極に生息する代表的な微小動物
ダニの生態研究また,ペ ンギンの声のスペクトル解析な
どが行われ,そ れな りの成果をあげている.
雪氷研究の担当隊員は,み ずほ基地で通年越冬した.
氷霧の観測ではセンサーを7か所設置し,それにより氷
震の確度の高い震源の決定に成功している.また,人工
的に氷に震動を与え.氷雪層内でのP波 ・S波の伝播特
性を調らべている.なかでも,S波(横 波)の伝播を詳
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しく調べた結果は高 く評価されよう.
医学部門は例年の観測の継続として,低温下における
人体生理と孤絶環境における抗体産生機構の研究や細菌
検出試料の採集が行われた.
3設 営
越冬中,み ずほ基地への物資補 給,人 員交代,及 び
A・無人観測施設の保守 ・点検のため,前後5回 にわた
りみずほ旅行を実施した.雪上車は主として新しい型の
SM50S型を使用した.こ の雪上車を,内陸旅行用とし
て堪え得るものかどうかを現地で1調べ,使用法を確立す
ることが第19次隊の使命の..・つでもあった.結果は予想
を 上まわる良い雪上車で厳寒期の旅行で もたいした支障
もな く走行できたのは収穫であった.
昭和基地の発電設備の整備 も行った.新 らたに.110
● KVA発 電機を持ち込み設置した,支障なく使用できる
のを確かめた ヒで,今 までの65,45KVA2機から.110
KVA1機 運転に変更し,その後,順 調な経過をみた.
通信部門ては,新 しい5kW送1,磯を設置した.当 初
は調整に手間どったが,そ の後は支障なく運用 され,対
内地通信に威力を発揮した.
(筆者:平沢威男,第19次越冬隊異
国立極地研究所教授)
一第20次夏隊紀行一
第20次南 極1也域 観 楓lll隊は,11召下t153fiillJJ25L|,4・春 日
和 の 晴 海 埠 頭 を 出港,一 路 南 極 へ と向 った,観 測 隊 員42
名,同 行 報 道 関 係 者11名 が,ふ じ乗 組 員182名と行 を と
もにす る こ と に な る.NHKに よ る初 の 衛 星 中 継 の た
め,異 例 の 多 数 の オ ブザ ー バー で あ る.食 事 は隊 員 公室
が狭 い ので,完 全2交 代 制 と した 、 報 道 の6人 部屋 は さ
す が に狭 く,ベ ッ ドに 入 る以 外 は,一 ・fいる と ころ が な
● いくらいで疏 嫡 であ。た.
比 較 的 静か な航 海 に恵 まれ,ロ ン ボ ク水 道 を 印度 洋 へ
出 て も,さ し て揺 れ なか っ た.予 定 よ り1日Fil・く西 オ ー
ス トラ リアの フ リマ ン トル へ 入港.こ こで 報 道陣 の後 発
隊2名 が 乗 船,ま た,オ ー ス トラ リア 気 象局 か ら依 頼 を受
け た漂 流 ブ イ7個 を 飛 行 甲 板 に 積 込 む.こ れ は タ イ ロス
ーN気 象 衛 星 を 介 して ,海 水 温 等 の デ ー タを 集 め る仕 組
の もの で あ る.長 さ5m,重 さ160㎏の ブ イ を 南緯40度
か ら62度の間,大 体 暴 風 圏 に 当 る海 域 に,等 間 隔 で放 流
を依 頼 され た.海 域 が 海 域 で あ り,傷 つ け ず に 放 流 で き
るか 否か 心 配で あ った が,快 晴 の 日 もあ り,見 事 な オ ー
ロ ラま でみ え る とい う,平 穏 な 暴 風 圏 の御 蔭 もあ って,
ふ じ運 用 科 の手 に よ って.す べ て無`1般入 が終 り,こ れ
を 託 され た気 水 圏 部 門 の 隊 員 も肩 の 荷 を.ドう す 思 い で あ
った.
NHK衛 星中 継 成 功 の 確 率 を少 しで もあ げ る べ く,ふ
じは大 圏 コー ス ヒを航 行 し,12月26日南 緯65度半,東 経
50度付 近 の エ ソダ ー ビ ラン ド沖 で 流 氷 縁 に 到 着 した.ヘ
リ コプ タ ー の防 錆 解 除 が 終 っ た翌27il,ヘリの 試 飛行 と
長距 離 偵 察 を 行 い,直 ち にふ じはか な り氷 の 多 い 流 氷帯
に突 入,昭 和基 地 を 目指 し た.29日に は この 流 氷 帯 を突
破 し,昭 和 基地 か ら110k皿ほ ど の,オ メ ガ岬 沖 の 定 着 氷
縁 に あ る 開 水面 に到 達 し た.12A31[.L曇天 の`.1]を第1
便 が 昭和 広 地 に到 着,第19次 越 冬隊 と握 手 を 交 した.し
か し,そ の 後 天 候 が 好転 せ ず,1月3日3便 の 準 備空 輸
が 行 わ れ て 飯場 棟 が 開設 され た が,空 輸 は..一旦 中 断 され
た.
1月5【1,昭 和 基 地 の北 方84kmの地 点 か ら,ま ず3便
の 準 備 空 輪 の後,19便 を もっ てNHK物 資26.5t,隊の
緊 急 物 資3tが,昭 和基 地 に運 ばれ,空 輸 作 戦 の 幕 が 切
って 落 され た.翌6日 に は,17便で み ず ほ基 地 及 び大 陸
上 の 人 工 地 震探 査 関 係 の 荷物,NHKの 取 材 用 器 材 な ど
が,見 返 り台S16に 運 ば れ た.時 間 的 制 約 の 大 きい 衛 星
中 継,み ず ほ基 地 で の30m観 測 タ ワー建 設.人 工 地 震 用
ポ ー リン グ な どを 早 くス ター トさせ る た めで あ る.
みず ほ旅 行 隊 は,lLl半 の 準 備 の 後,20次7名,19次
2名,報 道4名 が,大 型 雪 上 車 のKD606,SM501,
ふじ舷側近くでの定着氷下の生物調査
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・
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/
5
502小型雪1二車 のKC29,30の 計5台 の 雪1:車と,各 種
櫨15台を もっ て,Sl6を 出発,途 「1111吹雪 に 悩 ま され な が
ら,　I　JI　14Hみず ほ基 地 へ 到 着 した.報 道 陣 は 次 の ス ケ
ジ ュー ル の関 係 で,lJl17日19次,20次各1名 の隊 員 に
伴 わ れ て み ず ほ 基 地 を 後 に し,途 中,SM501の 故 障,
放 置 とい う.'拝態 に 遭 遇 しっ っ も無1拝18口S16着,19日に
はヘ リで ピ ック ア ップ され た..一方 み ず ほ で は19次隊 の
支 援 を得 て 建 設 は 急 ピ ッチ で進 み,30mタ ソー の建 設 は
19[1に終 了.2311には.5名 の み ず ほ 要tiを残 して19次
隊5名20次 隊1名 が 昭 和 基 地 へ と帰 途 につ くこ とが で き
た.
人[地 震 班 は,S16の 西 南 西45kmの地 点 一ご爆 破 の た め
の 氷 床 の ボ ー リ ン グを 開 始す る と と もに,10個の 地 震 計
を 設 置 し,そ の位 置決 定 を行 っ た.・ 方,別 働 隊 は オ ン
グル 海 峡の 爆 破 点 作業 を 行 い,　1　Jl　14nva破を成 功 させ
た1「〔後,内 陸 班 に 合流 した.ボ ー リン グは ヘ ッ ドの 落 ド
や 発電 機 の 故障 な どに悩 ま され た が,1Jl18口約63m深
の ボ ー リ ング に成 功,　)IMgHlua破を行 って ・応 の 成 果 を
得 る こ とが で き た.
一・方 ,ふ じは定 着氷 縁 近 くで 海 氷 と苦 闘 して い た.例
年 な ら ・Ti'1!坦坦.・ 散水 で あ る定 着 氷 の 縁 に,大 小 の 氷盤
が 重 な り合 っ て堅 く岡 結 した ハ ソモ ッ クア でス帯 が 数浬
巾 て'あり,そ の さ らに 南 側 に 網 目の よ うな 氷 丘脈 をつ く
っ た 氷盤 帯 が10浬ほ ど続 い て い た.1月3日 か ら最 も弱
そ うな とこ ろ を狙 って 突 破 を は か った が,11「1まで819
回 の チ ャー ジ ン グ を繰 返 して3k皿弱 しか 進 まず,チ ャー
ジ ン グ1回 当 りの 平均 進 出距 離 僅 か3.6mに と どま り,
新 た な進 入 点 を 求 め て 転 針 を行 わ ざる を得 なか っ た.
昭 和 基 地 で はNHK地 球 局 ア ン テ ナ建 設 が急 ピ ッチで
進 み,夏 期 隊 員 宿 舎 第1期 工']fを柱 とす る隊 建 設 作 業 も
好 天 に恵 まれ て 着実 に進 行 して い た..ソ ∫,空 輸 は 距 離
が 遠 い た め,従 来 と「司様 の方 法 で 行 わ れ る と,ヘ リコ プ
ター の燃 料 が不 足 し,輸 送 し 切れ ず に残 る物 資 が 出 る 恐
れ が あ った.遠 距 離 か ら の大 型 車輻 の ス リン グに も難 点
が あ り,当 面,最 小 限 の 空 輸 の み にILめ,昭 和 基 地 ま で
30～35浬の地 点 まで 接 近 して 本 格 的 な空 輸 を 行 うこ と と
な っ た.好 天 のri1,1月9日3便,14n6便.19日1便
が送 られ,基 地 建 設 の ペ ース は 僅 かず っ ス ロー ダ ウ ン し
た.
ふ じの;t'1二闘 は1月121.噺た な 進 入 を 開 始 した 後 も続 い
た.ハ ン モ ック アイ ス 什 は16日まで に突 破 した もの の,
次 の 氷 丘 脈 帯 も 手強 く,20日は35回の チ ャー ジ ン グで 進
出 距 離9mに 終 った.こ れ ま で の チ ャー ジ ン グ累 計 は.
2400回に 達 し,ふ じの.E燃料 に もか げ りfJtlll,夏期 行動
後 半 の 天 候 推 移 の心 配 もあ る こ とか ら,21Hま だ40浬を
越 え る距 離 が あ った が,全 面 空 輸 に踏 切 る こ と と した.
しか しな お.前 進 の 努 力 を続 け,何 とか40浬圏 に 入 り.
氷上 へ 大 型 車:輌を ドろ して ス リン グで き る よ うな 氷 盤,
さ らに セ ス ナ 機滑 走 のiiＴ能 な氷 盤 に到 達 す る必 要 が あ っ
た.22日,悪 天の 問 を 利用 して ふ じ前 方 の 除 氷雪 作 業 と
爆 破 の た め の ボ ー リン グが 行 わ れ た が,こ の と き得 られ
た 最大 氷厚 は14mに達 し,改 め て 氷fl脈の 威 力 に鷲 か さ
れ た.こ う1.た作 業の結 果,ふ じは1月25|L昭 和 基地
の北.[ヒ微1[Ei39,8浬とt'15じて4⑪浬 をVJる地点 に達 し,何
とか ス リン グスホ ッ ト及 び セ ス ナ機 滑 走路 の とれ る 氷盤
に と りつ き,本 格 的1輸送 が27日か ら急 ピ ッチ で進 め られ
た.ふ じ側 は 運 び 残 しの物 資 が 出 な い よ う,積 荷処 理 時
間 の 短 縮,燃 料 搭 載 量 の 肖lj減,開梱 搭1賎,支 援 人 員 交代
な ど多 くの.[1夫を 行 って,ヘ リ燃 料 の節 約 に 努め た,こ
の ため,2H21Hま で長 期 に 亘 る空 輸 に よっ て,昭 和 居
地 必 要 資 材 の す べ て を搬 入す る こ とが で きた.
1月28日か ら2月3日 ま で は,第19次20次の 実 質 的 越
冬 交代 を 挾 ん で,NHK衛 星 中継 が 実 施 され た.こ の 頃
は 空 輪 最 盛 期 で あ り,や や 遅 れ てい た建 設 の 最 終 段 階 に
入 る頃 で あ った.2月2[1夜 に はセ ス ナ機 も飛 来 した.
2月6日 に はNHK資 材の す べ ての 撤 収 が 終tし た,空
輸 事情 が 厳 しい た め縮 小 せ ざ る得 な か った 地 学 ・測 地 の
野外 観 測 は2月2|1～5||,か す み 岩 で 実 施 され た.
2)18日リ ュツ ォホ ル ム湾 を襲 った ブ リザ ー ドは,そ
れ まで の 好 天基 調 の 天候 を...・変 させ た.9目 午 前2時 す
ぎに は 瞬 間 最大44.8m/sを記 録 し,2Jlに は 珍 し くか な
りの 吹 溜 り も生 じた.そ して,2月2日 基地 着 後,5日
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か ら7日 まで観測に従'拝していたセスナ機は.オ ングル
海峡の滑走路末端付近に係留中,9日 のブリザードによ
り左主翼端,水 平尾翼を損傷してしまった.現 地修復は
困難と判断され,航 空関係隊員2名の帰国と機体持帰り
が決った.2」≡]15日16ヒ【と僅かな晴間を利川して空輸が
行われ,セ スナのスリング準備がなされた.ふ じは17日
反転北1:を開始しつつ,次 のチャンスを待ち,21日残 り
物資の空輸とセスナの揚収を行って,昭 和基地周辺にお
けるオペレーションはすべて終 了となった,
この間,生 物担当隊員によるふ じ舷側での,定 着氷下
の生態系調査,昭和基地での験潮と水準測量,湖 沼調査
などが行われた.生物担当隊員は安定した氷盤がなかな
か得られなかったため,つ いに昭和基地を踏むことなく
舷側で仕事に精を出すこととなった.
2月23日,氷海を離脱したふ じは,復 路の暴風圏にお
いても比較的'P穏な海況に恵まれ,初 めて実施した12時
間停船 しての観測を含め,ほ ぼ所期の海洋観測を実施し
得たのは幸であった.か くて,心 ならずも越冬を断念せ
ざるを得なくなった航空関係隊員2名 を加えた夏隊12名
は,所定の作業を終え,予定どお り4月20口東京港晴海
埠頭に帰着した.
(筆者:吉 田栄夫,第20次観測隊長
国立極地研究所教授)
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第20次隊 月例報告
〈54年3月 ・4月 〉
3月の後'向ま天候が悪く,ブ リザー ドの 日が 多かっ
た.日 照時間も少なく69.3時旧1であった.4月 は中旬を
中心にブリザードの日が多 く11日には初の外出禁止とな
った.
3月17日にとっつき岬ルー トが開通 され,21日には見
返 り台から大量の車輌,櫨 を回収 した.み ずほ秋旅行隊
は例年より早い4月6日 に出発し,みずほ基地には16日
に到着した.人 員交代の23日まで機器整備 等 を実施し
て,旅 行隊は24日帰途についた.み ずほ基地は木内 リー
ダー以下4名 での運営にはいった.
観測報告
3月21日に,見 返り台のオーロラヒス観測川UHF送
信機を設置した.環境モニタリングとして,岩石,土 壌
サンプリングを東tン グル島内80点のうち60点終了し,
4月下旬から東オングル島第1ダ ム及び画才ングル島大
池で採水を始めた.
東オングル島内に測量用水準点80点を設置し,水準測
量L5㎞,ま た,ラ コステ重力計による昭和基地一見返
り台間の重力測定を実施した.地 質部門では3月前半に
東オソグル島の精査を実施した,
設営報告
燃料消費内訳
3月
区 分
消簸1「残 量
普通軽油 [、。,、,、
幻灯h}14.025|
S42'1331
78,836i
|
単位:2
4月
消費量1残 量
9,504532,629
5,24073,4961
排気熱交換器(直 管型)2台 目がバンクしたため3月
7日より65KVA用排気熱交換器を使用している.見 返
り台から車輌,櫨 を回収し,KD60雪ヒ車6号,9号,
及びSM50S雪上車2号 はとっつき岬にデポし後 日持ち
帰る予定.み ずほ秋旅行では,SM50型雪上車1号.3
号,4号 及び橋9台,居 住カブースを使用した.
新通信制御卓の工事が,5月 未完成予定で行われてい
る.2,3月 より近距離通信が悪化し.4月4日 は,銚
子からの受信を除き全てス トップした.3月 に各雪上車
の通信機器を整備 し,みずほ向け4メ ガアンテナのケー
ブル絶縁が不良のため全面張 り換え,送信用V型 アンテ
ナを修理 し,使用可能 となった.
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南 極 月 別 気 象 資 料(M。nthly　 Climatic　Data　f。r　Japanese　Antarctic　Stati。ns)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(。C)
最高気温(Max.temp.)(℃)
最 低気 温(Min.　temp.)　(。C)
平均 気圧 ・海 面(Mean　pressure,　 　 　 　 　 　 　 　 　
sea　level)　(mb)
平均 蒸 気圧(Mean　vapour　pressure)
(mb)
平均 相 対 湿 度(Mean　relative　　 　　 　 　　 　　 　 h
umidity)　(%)
平均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平均(Max.　wind
　 　 　 speed.　10-min・　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大風 速(Gust)　(m/s)
平均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)
昭 和 基 地(Syowa:89532)
3月(Mar.)
一6 .7
十 〇,6
一16 .7
982.9
2.8
72
7.7
4月(Apr.)
-9 .2
一 〇.6
一27 ,6
985.2
2.5
74
11.0
み ずほ 基 地(Mizuho:89544)
3月(Mar.)
-31.6
一20 .6
一44 .2
730.7
10,2
4月(Apr.)
-33.1
一18 .2
一43 .0
734.1
12,0
24.4(8,ENE)33.2(27,ENE)17.5(4,ESE)20.0(11,ENE)
31.0(8.ENE)43.1(27,ENE)
8.6
1
6.8
5
極 地 豆 事 典
南極のダニ
南 極 の ダ ニNanorchestes　antarctieUS
南極に棲む生物のうち,海 に生活の本拠をお くペンギ
ン.アザラシ,魚類などはすでにこの欄にも紹介され,
また,一般にもよく知られている.それでは陸上にはど
のような生物がいるだろうか.南 極大陸は氷床と呼ばれ
る平均1,900mもの厚さの氷におおわれている.そ のよ
うな所には生物はいそ うにない.
雪 と氷の南極大陸でも海岸近くなどには大小の露岩地
帯があり,また,大 陸縁辺の島々にも露岩地帯がみられ
る.ζれらの露岩地帯では夏の間,短 い 期間 で はある
が,雪 が融けて小川が流れ,池 にも満々と水が湛えられ
る,こ の流 れ や 池 の近 くの 砂 地 を 注 意 して 見 まわ す と.
半 分 砂 に埋 れ,黒 ず ん だ 色 を した コ ケ群 落 が 見つ か り,
ま た,流 れ の 中 に は鮮 か な緑 色 を した カ ワノ リが 見つ か
った りす る.
動 物 は ど うか と い うと,残 念 な が ら肉 眼 で 見分 け られ
る もの はい な い.し か し,詳 し く調 べ てみ る とか な りの
数 の ダ ニを 発 見 す る こ とが で きる.小 量 の砂 を容 器 に取
り,こ の砂 を水 の 中 で か き まわ す と ダ ニが 水 面 に浮 い て
くる.一 ・見 した と ころ 植 物 も生 え て い な い た だの 砂 地 で
も,小 川 や 池 の 近 くで 適 当 な 混 め り気 の あ る所 の 砂 には
か な りの 数 の ダ ニが 棲 ん で い る.
昭 和 基 地 付 近 か ら これ まで に3種 類 の ダ ニ が 見つ か っ
て い る.こ れ らは　Nanorchestes　antarcticus,　Tydeus
erebus,　Pr。tereunetes　minutusとい い.体 長 は い ず れ
も250～300μ位 の大 き さ であ る.最 初 の もの は 南 極 の 露
岩 地 帯 に広 く分 布 して お り,大 陸 の 奥深 く85°S位 にあ
る露 岩 地 帯 か ら も発 見 され た とい う報告 が あ る.2番 目
の も の はオ ース トラ リアの デ ー ヴ ィス基 地 付 近 か ら報 告
され て い る.3番 目の もの は 南 極 半 島や そ の付 近 の 島 々
の 露 岩 地 帯 に 見 出 され,前2者 に比 べ て分 布 の中 心 は 北
の 方 に あ る.
見 た と ころ 植 物 の 全 く見 られ な い 砂地 に も微 小 な 藻 類
が か な り多 く分 布 して い る と考 え ら れ る,こ の こ とは こ
の よ うな砂 か ら植物 の 同 化 作用 に必 要 な色 素,ク ロ ロ フ
ィル が 抽 出 され る こ とか ら もわ か る.こ れ ら の微 小 藻 類
が これ らの ダ ニの生 活 を支 え て い る ので あ る,
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